教員養成における⾝体性を重視した教材開発の試み : ⾳楽・美術・体育における⾝体技法の体験プロセスを問う by 阿部 靖子
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１ J 市 O 小学校ワークショップ「からだ遊びと表現運動」の実施報告 
日 時：2016 年 1 月 15 日（月） 13:50～14:40 
場 所： O 小学校体育館 

















































































































 ・活動①からだであそぼう！（うで）については，腕が長くなって不思議だという感  
  想や，からだが暖かくなったという感想が多かった。 
 ・活動②「1,2,3」から始まるリズムあそびについては，1,2,3 のリズムが楽しかっ  
  たという記述が多く，ジェンカのリズムがからだのリズムと響き合っていたようで 
  ある。 
 ・活動③「1,2,3」から始まる表げんあそびについては，３の代わりにポーズをとる  
  ことにより，思いがけないからだの動きを作ることができていた。 
 
 このように，子供たちが自分の「からだ」に気づいていく様子を示す言葉が多く見ら
れたことと，からだの動きを意図的ではなく表現につなげていったことが大きな成果と
してあげられる。そして，音楽・美術・体育の基盤となる身体技法の体験プロセスを重
視した教材は，児童の学びに大きく貢献することがわかった。 
